
銀
河
の
し
ず
く
と
は 

 

「
銀
河
の
し
ず
く
」
は
、
岩
手

県

農

業

研

究

セ

ン

タ

ー

が

約 

十
年
の
歳
月
を
か
け
て
育
成
し

た
水
稲
品
種
で
、
平
成
二
十
七

年
に
県
の
奨
励
品
種
と
し
て
採

用
さ
れ
、
翌
年
の
平
成
二
十
八

年
に
は
一
般
栽
培
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
「
銀
河
の
し
ず

く
」
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

品
質
、
食
味
を
目
指
し
、
栽
培
適

地
の
指
定
や
作
付
経
営
体
の
登

録
を
行
っ
て
お
り
、
岩
手
県
が

育
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲
品

種
と
し
て
は
初
め
て
、
米
の
食

味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
高
評
価
の

「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。 

地
域
の
動
き
と
課
題 

 

平
成
二
十
七
年
に
一
般
栽
培

が
開
始
さ
れ
た
「
銀
河
の
し
ず

く
」
で
す
が
、
二
戸
地
域
で
は
、

四
年
遅
い
令
和
二
年
度
か
ら
、

栽
培
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
「
銀
河
の
し
ず
く
」 

 

 

「銀河のしずく」の高品質安定生産に向けて 

～二戸地域～ 
 

 



                          

は
、
冷
涼
な
二
戸
地
域
で
も
作

付
け
が
で
き
る
、
待
望
の
新
品

種
で
し
た
が
、
集
荷
時
の
玄
米

タ

ン

パ

ク

質

含

有

率

六.

三

％

以
下
（
水
分
十
五
％
換
算
）
等
の

品
質
基
準
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

全
て
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
出

荷
す
る
た
め
に
も
栽
培
管
理
を

徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。 

課
題
解
決
へ
向
け
た
取
組 

 

二
戸
管
内
で
は
、
徹
底
し
た

栽
培
管
理
を
行
う
た
め
、
Ｊ
Ａ

新
い
わ
て
二
戸
地
域
稲
作
生
産

部

会

銀

河

の

し

ず

く

研

究

会

（
以
下
、
「
研
究
会
」
と
い
う
）

を
設
置
し
、
研
究
会
が
主
体
と

な
り
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
活
動
は
、「
銀
河
の
し
ず
く
」

は
、
二
戸
管
内
で
作
付
け
さ
れ

て
い
る
「
い
わ
て
っ
こ
」
等
の
主

食
用
米
よ
り
も
育
苗
時
に
徒
長

し
や
す
い
特
徴
を
も
つ
ほ
か
、

集
荷
時
の
玄
米
タ
ン
パ
ク
質
含

有
率
基
準
等
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
育
苗
巡
回
（
五
月
）

や
簡
易
栄
養
診
断
に
基
づ
く
追

肥
の
要
否
判
定
（
七
月
）
を
行
い
、

生
育
状
況
の
把
握
や
玄
米
タ
ン

パ
ク
質
含
有
率
を
上
昇
さ
せ
な

い
管
理
に
努
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
研
究
会
創
設
当
時
か

ら
モ
デ
ル
ほ
場
を
設
置
し
、
生

育
調
査
を
と
お
し
て
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
等
を
も
と
に
、
栽
培
管

理
に
か
か
る
指
導
会
を
実
施
し

ま
し
た
。 

加
え
て
、
収
穫
遅
れ
が
外
観

品
質
や
食
味
ス
コ
ア
の
低
下
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
刈
取
り

適
期
の
目
合
わ
せ
を
目
的
と
し

た
刈
取
り
前
指
導
会
も
実
施
し
、

育
苗
か
ら
収
穫
ま
で
徹
底
し
た

栽
培
管
理
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、
令
和
二
、
三
年
度

に
は
研
究
会
全
員
で
岩
手
県
版

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
確
認
登
録
を
受
け
る

な
ど
、
県
産
農
産
物
へ
の
信
頼

向
上
に
向
け
た
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。 

取
組
の
成
果 

 

前
述
し
た
活
動
に
よ
り
、
研

究
会
員
が
高
品
質
安
定
生
産
の

実
現
に
向
け
、
栽
培
管
理
を
徹

底
し
た
結
果
、
令
和
二
年
か
ら

令
和
四
年
ま
で
研
究
会
全
員
が

品
質
基
準
（
玄
米
タ
ン
パ
ク
含

有
率
六
・
三
％
以
下
）
を
達
成
し
、

一
等
米
比
率
は
一
〇
〇
％
と
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
二
戸
管
内
の
作
付
け

面
積
は
令
和
四
年
度
に
は
令
和

二
年
度
の
五
．
三
倍
の
二
・
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
会
員
は
二
・
六
倍
の

二
十
一
名
と
な
り
、
年
々
栽
培

規
模
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

特
に
、
「
銀
河
の
し
ず
く
」
の

品
質
・
食
味
を
競
う
、
『
令
和
四

年
度
「
銀
河
の
し
ず
く
」
頂
上
コ

ン
テ
ス
ト
』
に
お
い
て
は
、
二
戸

管
内
研
究
会
員
全
員
が
コ
ン
テ

ス
ト
に
出
品
し
た
結
果
、
七
名

が
上
位
入
賞
（
二
位
一
名
、
三
位

三
名,

一
〇
位
以
内
三
名
）
を
果

た
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、 

 

育苗中の「銀河のしずく」  『「銀河のしずく」頂上コンテスト』表彰式  



                          

二
戸
地
域
は
高
品
質
な
「
銀
河

の
し
ず
く
」
生
産
地
と
し
て
周

知
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
産
者
、

関
係
機
関
・
団
体
の
期
待
感
も

よ
り
高
ま
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。 

今
後
の
取
組 

 

令
和
五
年
度
の
二
戸
管
内
の

「
銀
河
の
し
ず
く
」
の
栽
培
規

模
は
、
面
積
が
令
和
四
年
度
の

一
．
八
倍
、
研
究
会
員
数
が

二
．
三
倍
と
依
然
と
し
て
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

五
年
度
に
お
い
て
も
、
育
苗
巡

回
や
刈
取
り
前
指
導
会
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

二
戸
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
で
は
、
引
き
続
き
研
究
会
、

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
二
戸
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
栽
培
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

新
規
栽
培
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行
い
、
「
銀
河
の
し
ず

く
」
の
高
品
質
安
定
生
産
へ
向

け
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。 

 

（
文
：
二
戸
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
） 

 

二戸地域「銀河のしずく」の栽培規模の推移  
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